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図-2 衝撃振動試験結果(耳取川橋，全体系 1 次) 
 

表-2 衝撃振動試験に基づく固有振動数 

橋梁名 
固有振動数(Hz) 

全体 1 次 全体 2 次 全体 3 次 床版 1 次

耳取川橋 3.9 9.6 20.8 42.0 
滝名川橋 3.0 11.7 21.0 45.0 

 

表-3 梁理論に基づく計算固有振動数 

橋梁名 境界条件 
固有振動数(Hz) 

全体1次 全体2次 全体3次

耳取川橋
ヒンジ-ヒンジ 3.9 15.6 35.1 

固定-固定 3.9 10.8 21.8 

滝名川橋
ヒンジ-ヒンジ 3.0 12.0 27.0 

固定-固定 3.0 8.3 16.2 
 
 

 
 
 

(1)床版相対変位波形(大型車通過時) 
 

 
 
 

(2)振幅スペクトル図 
図-3 動たわみ測定結果(耳取川橋) 

中央打撃時(1 次モード卓越) の試験結果を図-2 に示す． 

 なお，振幅スペクトルのピークは複数存在するため，

固有振動数の特定は打撃箇所の位相角度が 180 度とな

る値にも着目した．固有振動数の読み取り結果を表-2

に示すが，高速道路供用下においても，衝撃振動試験

により床版部分系の固有振動数の把握が可能であり，

床版の固有振動数は主桁の周波数帯域より高い 40Hz

付近に存在した．なお，実測固有振動数は全断面有効

時の床版 1 次の解析固有振動数より低い傾向を示し，

剛性低下が生じていることが示唆された． 

(2)橋梁全体系の固有振動数の評価 

 式(1)に示す Bernoulli-Euler 梁の非減衰自由振動の方

程式に基づく固有振動数の算定結果を表-3 に示す． 

        Piൌ ቀ
λi
l ቁ
2
ටEIρA                 (1) 

ここで，Pi：i 次の固有振動数(Hz)，λi：無次元係数(ヒ

ンジ: λi =iπ，固定: λi =(2i+1)π/2)，l：支間長(m)である．

なお，EI，ρAは1次の固有振動数を説明可能な値とし，

その値を用いて 2～3 次の固有振動数を算定した． 

 その結果，表-2 に示す実測固有振動数は，境界条件

を両端固定とした固有振動数に近似していた．対象橋

梁は何れも斜角が入っており，橋軸直角方向周りの回

転拘束が生じていることが原因と考えられる． 

４．動たわみ測定による結果と考察 

 動たわみ測定から得られる床版の相対変位波形およ

び振幅スペクトルの一例を図-3 に示す．図-3 に示すよ

うに，一般走行車両の通行荷重により発生する床版の

たわみに着目した周波数分析結果では，0Hz 付近の振

幅スペクトルが卓越する傾向が見られた．そのため，

橋梁全体系 1 次モードの固有振動数の推定は可能であ

ったが，橋梁全体系 2 次および 3 次モードや床版部分

系の固有振動数までは把握できなかった． 

５．まとめ 

 高速道路供用下の実橋 RC 床版を対象に衝撃振動試験と動たわみ測定を実施して，RC 床版の健全度診断に

ついて検討した結果，以下のことが明らかとなり，有用な知見と考えられる． 

(1)衝撃振動試験により，高速道路供用下における床版部分系の固有振動数の把握が可能である．なお，対象

橋梁における床版の 1 次固有振動数は解析固有振動数より低い傾向を示し，床版の剛性低下が示唆された． 

(2)対象橋梁の固有振動数は，非減衰自由振動の方程式に基づく両端固定梁の固有振動数と近似した．実橋に

は斜角が入っているため，橋軸直角方向周りの回転拘束が生じていることが原因と考えられる． 

(3)一般走行車両通行時に発生する床版たわみの周波数分析結果から，床版の固有振動数は把握できなかった． 

 今後，固有振動数に基づく床版の剛性評価および補修効果の検証，剛性と床版劣化度との関係について検討

を行う予定である． 
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